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ＩＣＴを活用したまち・ひと・しごとの創生 8



※農林水産省と連携して実施 ※林野庁と連携して実施

農業（鳥獣被害対策） 林業

平成２７年度予算概算要求の概要

自立・持続型ＩＣＴ地域活性化モデル普及展開事業 （9.3億円（新規））

関係省庁と連携し、横串機能を有するＩＣＴの分野横断的な活用を図ることにより、地域の課題を解決し、

自立的・持続的な地域活性化を実現するモデルを構築するとともに、他地域への普及展開を図る。
具体的には主に以下の事業を実施することを想定。

・センサーネットワーク等を活用し、より効率的かつ有効な鳥獣被害対策を実現
・リモートセンサーや森林クラウドを活用し、木質資源や森林データの多様かつ高度な活用を実現 等
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全国青年市長会及び衆議院議員「いいくに会」との意見交換会
岡座長 説明資料
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ＩＣＴによる地方創生の成功事例

① 長野県塩尻市・・・・・・・・鳥獣被害対策
② 岡山県真庭市・・・・・・・・林業の生産性向上
③ 静岡県袋井市・・・・・・・・農作物の販売促進
④ 沖縄県久米島・・・・・・・・農作物の地産地消
⑤ 徳島県・・・・・・・・・・・防災×個人番号カード
⑥ 群馬県前橋市・・・・・・・・健康情報×個人番号カード
⑦ 徳島県上勝町・・・・・・・・農業の生産性向上
⑧ 徳島県神山町・・・・・・・・サテライトオフィス
⑨ 青森県五所川原市・・・・・・観光モデル
⑩ 福岡県福岡市・・・・・・・・無料公衆無線ＬＡＮの展開

参考２























【参考】 スマートアグリ（ICT×農業）の具体的効果

所在地 農業法人 効果

宮崎県
都城市

新福青果
収穫時期予測・生産計画策定の上、適期作業※の徹底により、
キャベツ収量の前年度比30％アップを達成（夏まき・年内獲り作型）

和歌山県
有田市

早和果樹園
適期作業の実施により、高糖度ブランドみかんの比率を、
３年間で３倍化目標に取り組み中（約24％→２年目：約53％）

滋賀県
彦根市

フクハラ
ファーム

田植え作業の工程別分析から課題を見つけ、作業プロセスの改善
により、総作業時間を10aあたり0.47時間削減し効率化

大分県
豊後大野市

衞藤産業
コスト把握による価格交渉力向上（売上高が約1.3倍へ拡大、肥
料代が約30％削減）、作業状況の見える化による技術向上に貢献

※ 種まき等の農作業の時期を計画通り厳守すること。

富士通㈱からの情報提供により総務省作成。
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